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2016年3月期 第3四半期 業績サマリー（9ヶ月累計、前年同期比）

（単位：百万円）
2015/03

Q1-3 実績

2016/03

Q1-3 実績

前年同期比

増減額 増減率

受注高 104,042 92,592 (11,450) △11.0%

売上高 91,963 92,295 331 +0.4%

営業利益
[利益率]

1,334
[ 1.5%]

(247)
[△0.3%]

(1,582) -

経常利益
[利益率]

1,352
[ 1.5%]

(115)
[△0.1%]

(1,467) -

親会社株主に帰属する当期利益
[利益率]

813
[ 0.9%]

(174)
[△0.2%]

(987) -

受注高は前期比で減少し、売上高は前期と同程度で推移。
利益は上期における一部案件の利益率大幅減をカバーできず。
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マーケット別 受注高・売上高・受注残（9ヶ月累計、前年同期比）

■ 受注高 （単位：百万円）■ 売上高 ■ 受注残

金融業はワークスタイル変革、ISPはクラウドサービス基盤が堅調。
一方、製造業は投資が慎重なものの、計画線上で推移。

既存設備の更新案件で追加投資が発生したが、一部キャリアで受注が低調に推移。
全体では、受注高は若干計画未達、売上高は計画線上で推移。

受注高は計画未達なものの、徐々に回復傾向に。売上高も上期の受注高未達の影響で計画未達。

一部主要パートナーの顧客で投資抑制が発生。また、大型案件がQ4見込みへとスリップ。

エンタープライズ

通信キャリア

パブリック

パートナー

13,735 12,959 

22,715 21,138 

29,399 
26,191 

25,522 31,615 

2015/3 Q1-3 2016/3 Q1-3

16,305 13,989 

31,824 
24,005 

28,331 

23,493 

27,028 

30,144 

2015/3 Q1-3 2016/3 Q1-3

8,550 6,656 

25,433 22,813 

14,969 
10,205 

18,198 

18,846 

2015/3 Q1-3 2016/3 Q1-3

104,042

91,693
67,183

92,592 59,118
92,295
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商品群別 受注高・売上高・受注残（9ヶ月累計、前年同期比）

■ 受注高 ■ 売上高 ■ 受注残

仮想化基盤案件の拡大に伴い、その環境を最適化するネットワークアップグレードの案件が増加。
また、キャリア設備が低調に推移。

昨今の情報漏えい問題により、セキュリティ対策の検討が急増。
今後、仮想化基盤関連の製品に加え、セキュリティ製品が受注・売上とも増加の見込み。

受注は他商品群の受注減に伴い減少。売上はネットワークアップグレードに伴う設計・構築や、クラウド基盤
構築に関連したサービスを中心に堅調に推移。

ネットワーク

プラットフォーム

サービス

（単位：百万円）

36,626 34,139 

16,478 14,912 

50,938 
43,540 

2015/3 Q1-3 2016/3 Q1-3

37,211 38,657 

13,538 12,375 

41,213 41,263 

2015/3 Q1-3 2016/3 Q1-3

38,293 37,797 

7,916 8,023 

20,973 
13,297 

2015/3 Q1-3 2016/3 Q1-3

104,042

91,693 92,295
67,183

59,11892,592
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営業利益 増減分析（9ヶ月累計、前年同期比）

1,334 

(247)

(1,980)

(1,000)

(500)

0

500

1,000

1,500

2015/3 Q1-3 

営業利益

売上総利益率

低下による

利益減

販売管理費

抑制による

利益増

2016/3 Q1-3

営業利益

399

売上総利益率の低下
▲2.2% (23.5%→21.3%)

[主な要因]
・為替の影響による一部案件の利益減

販売管理費の抑制

[主な要因]
・派遣社員から業務委託への切り替え、及び、
内製化促進による人件費の原価振替え
・基幹システム関連コスト減

（単位：百万円）
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2016年3月期第1四半期～第3四半期 業績サマリー

（単位：百万円）
2016/03

Q1 実績

2016/03

Q2 実績

2016/03

Q3 実績

受注高 28,130 34,755 29,705

売上高 29,200 33,718 29,376

営業利益
[利益率]

(365)
[△1.3%]

289
[ 0.9%]

(171)
[△0.6%]

経常利益
[利益率]

(358)
[△1.2%]

376
[ 1.1%]

(133)
[△0.5%]

親会社株主に帰属する当期利益
[利益率]

(289)
[△1.0%]

195
[0.6%]

(80)
[△0.3%]



8

2016年3月期 通期業績の見通し
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2016年3月期 通期業績の見通し

（単位：百万円）
2015/03
実績
(A)

2016/03
計画

前回公表計画比
(B-C)

前年同期比
(A-C)

2015.5.1
公表(B)

2016.2.4
公表(C)

増減額 増減率 増減額 増減率

売上高 143,173 144,000 140,000 (4,000) △2.8% (3,173) △2.2%

営業利益
[利益率]

4,205
[ 2.9%]

5,400
[ 3.8%]

2,800
[ 2.0%]

(2,600) △48.1% (1,405) △33.4%

経常利益
[利益率]

4,249
[ 3.0%]

5,400
[ 3.8%]

2,900
[ 2.1%]

(2,500) △46.3% (1,349) △31.7%

親会社株主に帰属する当期利益
[利益率]

2,457
[ 1.7%]

3,300
[ 2.3%]

1,800
[ 1.3%]

(1,500) △45.5% (657) △26.7%

通期のエンタープライズ市場および通信事業者市場の売上高は当初予想値並みを想定し、パブリック市場の売上高は減少するものと予想。
Q3の結果を踏まえ、上期における一部案件の利益率低下による利益不足分を、通期にて補うには至らないと判断し、通期業績を修正。
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Appendix
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連結貸借対照表
2015. 3.31 2015.12.31

実績 実績 増減額 増減率

　資産合計 103,623 88,730 (14,893) △ 14.4%

　　　流動資産 92,498 77,590 (14,908) △ 16.1%

　　　　　現預金+有価証券 21,374 24,963 3,589 +16.8%

　　　　　売掛金+受取手形 41,996 21,487 (20,509) △ 48.8%

　　　　　棚卸資産 17,450 20,203 2,753 +15.8%

　　　　　その他 11,678 10,936 (741) △ 6.4%

　　　固定資産 11,124 11,139 14 +0.1%

　　　　　有形固定資産 5,386 5,455 68 +1.3%

　　　　　無形固定資産 1,627 2,283 656 +40.3%

　　　　　投資等 4,110 3,400 (709) △ 17.3%

　負債合計 46,510 34,308 (12,201) △ 26.2%

　　　流動負債 42,640 30,888 (11,752) △ 27.6%

　　　固定負債 3,869 3,420 (449) △ 11.6%

　純資産合計 57,113 54,421 (2,691) △ 4.7%

　　　株主資本 56,897 54,195 (2,702) △ 4.8%

　　　その他の包括利益累計額 120 107 (12) △ 10.8%

　　　新株予約権 95 119 23 +25.0%

　負債純資産合計 103,623 88,730 (14,893) △ 14.4%

（単位：百万円）
前年度末比
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セグメント情報

ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞ 通信事業者 パブリック パートナー 計

 売上高 31,618 26,191 21,138 12,967 91,915 1,147 93,062 (767) 92,295

　外部顧客への売上高 31,615 26,191 21,138 12,959 91,904 391 92,295 - 92,295

　セグメント間の

　内部売上高又は振替高
3 - - 8 11 755 767 (767) -

 セグメント利益 1,676 470 (1,913) 133 367 (106) 260 (508) (247)

 売上高 25,533 29,399 22,715 13,739 91,387 1,300 92,688 (724) 91,963

　外部顧客への売上高 25,522 29,399 22,715 13,735 91,372 591 91,963 - 91,963

　セグメント間の

　内部売上高又は振替高
10 - - 4 15 709 724 (724) -

 セグメント利益 981 2,233 (2,438) 949 1,726 157 1,883 (548) 1,334

（注）

1. 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、サーバサービス事業等を含んでいます。

2. セグメント利益の調整額には各報告セグメントに配分していない全社費用が含まれています。全社費用は主にセグメントに帰属しない一般管理費です。

連結

損益計算書

計上額

2016/03

Q1-3

【当期】

2015/03

Q1-3

【前期】

（単位：百万円）

報告セグメント

その他 合計 調整額
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2015/3 2016/3 前年同期比

Q1-3 Q1-3 増減額 増減率

 設備投資額 1,872 2,611 739 +39.5%

 減価償却費 2,034 1,991 (43) △ 2.1%

 為替レート（$円) 102.82 119.28 16.46 +16.0%

 1株当たり当期利益（円） 9.63 (2.06) - -

2014 2015 前年同期比

12.31 12.31 増減数 増減率

 従業員（人） 2,386 2,271 (115) △ 4.8%

（単位：百万円）

設備投資、減価償却等

※うち、受入出向者の減少が70名
（77名が7名へ）

※

（注）
2015.9.30時点の株主に対し、2015.11.24に中間配当金(1株あたり15.00円)をお支払しています。
当社は期初に公表した期末配当金（1株あたり15.00円)のお支払を予定しています。




